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(57)【要約】
【課題】要部だけでなく周囲の広い範囲を同時に観察す
ることを目的とする。
【解決手段】被検体に挿入可能な細長い挿入部２１の先
端に、被検体を撮影して画像を取得する複数の撮像部２
２を有する内視鏡２と、該内視鏡２の撮像部２２により
取得された画像を画像処理して表示画像を生成する画像
処理装置３と、該画像処理装置３で画像処理された表示
画像を表示する画像表示装置４とを備え、画像処理装置
３が、複数の撮像部２２で取得された複数の画像から生
成された３次元画像を中央部に配し、該３次元画像の外
周部に２次元画像を配した表示画像を生成する立体視内
視鏡システム１を提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に挿入可能な細長い挿入部の先端に、前記被検体を撮影して画像を取得する複数
の撮像部を有する内視鏡と、
　該内視鏡で取得された画像を画像処理して表示画像を生成する画像処理装置と、
　該画像処理装置で画像処理された表示画像を表示する画像表示装置とを備え、
　前記画像処理装置が、複数の前記撮像部で取得された複数の画像から生成された３次元
画像を中央部に配し、該３次元画像の外周部に２次元画像を配した前記表示画像を生成す
る立体視内視鏡システム。
【請求項２】
　前記画像処理装置が、第１の前記撮像部で取得された第１の画像と、第２の前記撮像部
で取得され、前記第１の画像とは視差を有する第２の画像とから、前記３次元画像を生成
し、前記第１の画像から前記２次元画像を得る請求項１に記載の立体視内視鏡システム。
【請求項３】
　前記第１の撮像部が、前記第２の撮像部より大きな画角を有する請求項２に記載の立体
視内視鏡システム。
【請求項４】
　前記内視鏡が、前記第２の撮像部よりも画角の大きな前記第１の撮像部を、使用者の利
き目側に配して撮影を行う請求項３に記載の立体視内視鏡システム。
【請求項５】
　前記第１の撮像部と前記第２の撮像部とが、同一の画素数を有する請求項２から請求項
４のいずれか一項に記載の立体視内視鏡システム。
【請求項６】
　前記画像処理装置が、第１の前記撮像部で取得された第１の画像と、第２の前記撮像部
で取得され、前記第１の画像とは視差を有する第２の画像とから、前記３次元画像を生成
し、前記第１の画像と前記第２の画像とから、前記第１の撮像部と前記第２の撮像部の中
間に光軸を有する第３の画像を生成し、該第３の画像を前記２次元画像とする請求項１に
記載の立体視内視鏡システム。
【請求項７】
　前記第１の撮像部が、前記第２の撮像部より大きな画角を有する請求項６に記載の立体
視内視鏡システム。
【請求項８】
　前記第１の撮像部と前記第２の撮像部とが、同一の画素数を有する請求項６または請求
項７のいずれか一項に記載の立体視内視鏡システム。
【請求項９】
　前記画像処理装置が、前記３次元画像と前記２次元画像との境界部の輝度を、前記３次
元画像および前記２次元画像に対して低く設定する請求項１から請求項８のいずれか一項
に記載の立体視内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記画像処理装置が、前記３次元画像と前記２次元画像との境界を示す境界表示部を生
成する請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の立体視内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記画像処理装置が、第１の前記撮像部で取得された第１の画像と、第２の前記撮像部
で取得され、前記第１の画像とは視差を有する第２の画像とから、前記３次元画像を生成
するとともに、前記３次元画像と前記２次元画像との境界部において、前記３次元画像か
ら前記２次元画像に向けて、前記３次元画像を形成する前記第１の画像と前記第２の画像
との視差を漸次小さくする請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の立体視内視鏡シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は外科手術などにおいて使用される立体視内視鏡システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、外科手術においては内視鏡が多用されている。さらに、このような内視鏡におい
て、微細な術部の拡大観察を行うために立体視内視鏡システムが使用されている。微細な
組織からなる器官の手術は、ごく狭い領域で、血管や神経といった非常に重要でかつデリ
ケートな組織を対象として、それらの観察だけでなく、実際に血管や神経を繋いだり、血
管や神経をよけて腫瘍を取り除いたりという処置を行うことがある。そのため、立体視内
視鏡システムにおいては、観察対象を拡大観察するだけでなく、処置を行うために観察対
象物を立体的に捉えられることが重要な機能になっている。
【０００３】
　一般に人が目で物体を立体的に捉える場合はさまざまな情報を手がかりとする。その情
報には両眼視差、遠近感（遠くの物体は小さく、近くの物体は大きく）、深さ方向による
ボケ、物体の重なり、過去の経験、知識、記憶などが挙げられる。ここで、未知の試料（
見たことのない物体）を一様な台の上に置き、四方八方から照明をして影をつけないよう
にして観察をするような場合を想定してみる。このような場合、上記に示した物体を立体
的に捉えるための情報のうち、物体の重なり、知識、過去の経験などは役に立たたなくな
り、物体の奥行きを知る手がかりとしては両眼視差が有効になる。医療用立体撮像装置は
この両眼視差により立体視を行い、観察対象の奥行き情報を得られるようになっている。
【０００４】
　ところで、手術を行うに際し、観察対象部位だけでなく、その周辺部までも視野に入っ
た方が好ましい。例えば、特定の処置を行った場合、その周囲部分でなんらかの影響が出
た場合には、それを視認できるからである。このため、得られる観察画像の視野角（画角
）は広い方が好ましい。
　しかしながら、互いに視差を有する左眼用の画像と右眼用の画像とを重ねた場合、画角
が広いと、得られた画像の外周部においては、画像のディストーション（歪み）が大きく
なり、情報を把握しにくくなってしまう。
【０００５】
　これに対し、特許文献１には、立体表示を行う３次元モードと、広範囲を観察できる広
角２次元モードとを切り換えて表示できるようにしている。
【０００６】
　特許文献２には、左眼用の画像と右眼用の画像とを用いて立体表示を行うモードと、立
体表示よりも広範囲で観察できる画像を表示するモードと、を切り換えることができるよ
うな構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平９－５６４３号公報
【特許文献２】特開２００４－３２０７２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１，２に記載の手法においては、立体表示画像と広範囲を表示
する画像とを同時に観察することができず、これらを交互に切り換えなければならない。
したがって、要部については立体表示画像を観察しつつ、周囲の広い範囲を観察したいと
きには画像を切り換えなければならず、使い勝手に改善の余地がある。
【０００９】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、要部だけでなく周囲の広い
範囲を同時に確実に観察することのできる立体視内視鏡システムを提供することを目的と



(4) JP 2013-244362 A 2013.12.9

10

20

30

40

50

する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明の立体視内視鏡システムは以下の手段を採用する。
　すなわち、本発明の一態様は、被検体に挿入可能な細長い挿入部の先端に、被検体を撮
影して画像を取得する複数の撮像部を有する内視鏡と、該内視鏡の前記撮像部により取得
された画像を画像処理して表示画像を生成する画像処理装置と、該画像処理装置で画像処
理された表示画像を表示する画像表示装置とを備え、前記画像処理装置が、中央部に、複
数の前記撮像部で取得された複数の画像から生成された３次元画像を配し、該３次元画像
の外周部に２次元画像を配した表示画像を生成する立体視内視鏡システムを提供する。
　これにより、画像表示装置に表示された表示画像の中央部に配された３次元画像により
、処置対象部位を立体的に観察しつつ、３次元画像の外周部に配された２次元画像による
ディストーションのない観察が行える。
【００１１】
　上記態様においては、前記画像処理装置が、第１の撮像部で撮像された第１の画像と、
第２の撮像部で撮像され、第１の画像とは視差を有する第２の画像とから、３次元画像を
生成し、第１の画像から、３次元画像の外周部の２次元画像を得てもよい。
　つまり、表示画像の全域に第１の画像を表示し、３次元画像を表示すべき部分において
は第２の画像を第１の画像に重ねて表示する。これにより、中央部に３次元画像を配し、
その外周部に２次元画像を配した表示画像を生成できる。
【００１２】
　また、上記態様においては、第１の撮像部が、第２の撮像部より大きな画角を有してい
てもよい。
　このようにすることで、画角の大きな第１の撮像部による第１の画像を、３次元画像と
その外周部の２次元画像に用い、画角の小さな第２の撮像部による第２の画像を３次元画
像に用いることができる。
　また、画角ではなく、第１の撮像部のレンズ径を、第２の撮像部のレンズ径よりも大き
くしてもよい。
【００１３】
　また、上記態様においては、内視鏡が、第２の撮像部よりも画角の大きな第１の撮像部
を、使用者の利き目側に配して撮像を行ってもよい。
　これにより、使用者は、３次元画像とその外周部の２次元画像を違和感なく視認するこ
とができる。
【００１４】
　また、上記態様においては、画角の大きな第１の撮像部と、画角の小さな第２の撮像部
とが、同一の画素数を有していてもよい。
　このようにすることで、第１の撮像部による第１の画像と、第２の撮像部による第２の
画像とを用いて生成される３次元画像の領域においては、第２の撮像部による第２の画像
の画素数を多くすることができる。したがって、３次元画像の画質を高めることができる
。
【００１５】
　上記態様においては、画像処理装置が、第１の撮像部で撮像された第１の画像と、第２
の撮像部で撮像され、第１の画像とは視差を有する第２の画像とから、３次元画像を生成
し、第１の画像と第２の画像とから、第１の撮像部と第２の撮像部の中間に光軸を有する
第３の画像を生成し、該第３の画像を２次元画像としてもよい。
【００１６】
　また、上記態様においては、前記第１の撮像部が、前記第２の撮像部より大きな画角を
有していてもよいし、前記第１の撮像部と前記第２の撮像部とが、同一の画素数を有して
いてもよい。
【００１７】
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　また、上記態様においては、画像処理装置が、３次元画像と２次元画像との境界部の輝
度を、３次元画像および２次元画像に対して低く設定するようにしてもよい。これにより
、境界部が目立たなくなる。
【００１８】
　また、上記態様においては、画像処理装置が、３次元画像と２次元画像との境界を示す
境界表示部を生成し、３次元画像と２次元画像との境界部を明示してもよい。
【００１９】
　さらに、上記態様においては、画像処理装置が、第１の撮像部で撮像された第１の画像
と、第２の撮像部で撮像され、第１の画像とは視差を有する第２の画像とから、３次元画
像を生成するとともに、３次元画像と２次元画像との境界部において、３次元画像から２
次元画像に向けて、３次元画像を形成する第１の画像と第２の画像との視差を漸次小さく
してもよい。これにより、３次元画像と２次元画像との境界部を目立たなくすることがで
きる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、要部だけでなく周囲の広い範囲を、高い視認性で同時に観察すること
ができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る立体視内視鏡システムを示す概略構成図である。
【図２】第１実施形態における撮像部の構成を示す図であり、（ａ）２つの撮影用レンズ
により取得される画像、（ｂ）２つの撮影レンズに基づく仮想レンズにより取得される画
像をそれぞれ示す図である。
【図３】第１実施形態において画像表示部に表示される画像の例を示す図である。
【図４】第２実施形態における撮像部の構成を示す図であり、（ａ）利き目が右目、（ｂ
）利き目が左目の場合をそれぞれ示す図である。
【図５】第２、第３実施形態において画像表示部に表示される画像の例を示す図である。
【図６】第３実施形態における撮像部の構成を示す図である。
【図７】画像表示部に表示される画像の他の例を示す図である。
【図８】画像表示部に表示される画像のさらに他の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に、本発明に係る立体視内視鏡システム１の複数の実施形態について、図面を参照
して説明する。
〔第１実施形態〕
　まず、本発明の複数の実施形態で共通する、立体視内視鏡システム１の全体構成につい
て、図１を用いて説明する。
　図１に示すように、立体視内視鏡システム１は、手術対象者の体腔（被検体）内に挿入
され、体腔内を撮像する内視鏡２と、内視鏡２により撮像された画像を処理する画像処理
装置３と、画像処理装置３で処理された画像を表示する画像表示装置４とを備えている。
【００２３】
　内視鏡２は、筒状のケーシング（挿入部）２１の先端部に、撮像を行うための撮像部２
２が備えられるとともに、ケーシング２１内に、撮像部２２で撮像した画像を電気信号に
変換する回路部（図示無し）が収容されている。回路部で変換された電気信号は、内視鏡
２の後端部から導出される接続ケーブル５を介して画像処理装置３に出力される。
【００２４】
　撮像部２２は、複数組（本実施形態では２組）の撮影用レンズ２４，２５を有する対物
光学系を備えている。図２（ａ）に示すように、これら撮影用レンズ２４，２５は、それ
ぞれの光軸Ｓ１，Ｓ２が、互いに平行で、かつ、内視鏡２のケーシング２１の軸線に直交
する方向に所定の間隔を隔てて離間するよう配置され、視差を有している。回路部は、撮
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影用レンズ２４，２５のそれぞれに対し、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）等の撮像素
子を備え、撮影用レンズ２４，２５のそれぞれを介して撮影した画像を、それぞれ画像処
理装置３に電気信号として出力する。
【００２５】
　画像処理装置３は、予めインストールされたコンピュータプログラムに基づいた処理を
実行することで、撮影用レンズ２４，２５のそれぞれを介して撮影した画像を処理し、画
像表示装置４で表示すべき表示画像の電気信号を生成する。画像処理装置３と画像表示装
置４は、接続ケーブル６を介して接続されており、画像処理装置３で生成された電気信号
は、画像表示装置４に出力される。
【００２６】
　画像表示装置４は、画像表示部４１を備え、画像処理装置３から入力された電気信号に
基づいた表示画像を画像表示部４１に表示する。
【００２７】
　次に、本実施形態に係る立体視内視鏡システム１の詳細な構成について説明する。
　本実施形態においては、内視鏡２の撮像部２２を構成する撮影用レンズ２４，２５のそ
れぞれの画角θ１，θ２は、同一である。
【００２８】
　図２、図３に示すように、画像処理装置３においては、撮影用レンズ２４を介して取得
された画像Ｍ１と、撮影用レンズ２５を介して取得された画像Ｍ２とから、視差を有する
立体画像（３次元画像）Ｘ１のデータを生成する。この立体画像Ｘ１は、撮影用レンズ２
４を介して撮影された画像Ｍ１と、撮影用レンズ２５を介して撮影された画像Ｍ２とが重
なり合うエリアに形成される。
　また、画像処理装置３においては、画像Ｍ１と、画像Ｍ２とを合成する処理を行い、図
２（ｂ）に示すように、撮影用レンズ２４の光軸Ｓ１と、撮影用レンズ２５の光軸Ｓ２の
中間に仮想光軸Ｓ３を有する仮想レンズを介して撮影した場合の平面画像（２次元画像）
Ｘ２のデータを生成する。
【００２９】
　そして、画像処理装置３においては、生成した立体画像Ｘ１と平面画像Ｘ２とから、画
像表示装置４に出力する表示画像Ｘ３のデータを生成する。
　図３に示すように、表示画像Ｘ３は、中央部の円形のエリアに立体画像Ｘ１が配置され
、その外周部の環状のエリアに平面画像Ｘ２が配置されてなる。ここで、例えば、立体画
像Ｘ１は、光軸Ｓ３を中心とした画角６０°以内の範囲に配置され、平面画像Ｘ２は、画
角１００°以内の範囲に配置されている。
【００３０】
　また、立体画像Ｘ１については、ディストーションの絶対値が５％以内であるのが好ま
しい。このため、撮影用レンズ２４，２５の立体画像生成領域のディストーションが５％
を超える場合には、立体画像Ｘ１のディストーションを、画像処理装置３において絶対値
で５%以内となるよう画像処理するのが好ましい。
　このような表示画像Ｘ３のデータに基づき、画像表示装置４の画像表示部４１に、表示
画像Ｘ３が表示される。
【００３１】
　上述したような構成によれば、画像表示装置４に表示される表示画像Ｘ３は、その中央
部に立体画像Ｘ１が配置され、その外周部には、平面画像Ｘ３が配置されている。これに
よって、観察者は、表示画像Ｘ３の中央部に表示される立体画像Ｘ１を観察して手術処置
を行いつつ、必要に応じて、その周囲の平面画像Ｘ２を観察することができる。このよう
に、表示する画像を切り換えることなく観察を行うことができ、使い勝手が向上する。
　このとき、立体画像Ｘ１の周囲は平面画像Ｘ２であるため、ひずみもなく、良好な画像
により観察を行うことができる。
【００３２】
　次に、本発明に係る他の複数の実施形態について説明する。ここで、以下に示す各実施
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形態においては、立体視内視鏡システム１の全体構成については上記第１の実施形態に示
した通りであり、以下においては、上記第１の実施形態と異なる構成を中心に説明を行う
。
〔第２実施形態〕
　図４に示すように、本実施形態においては、内視鏡２の撮像部２２を構成する撮影用レ
ンズ２４，２５は、画角θ４，θ５、または撮影用レンズ２４，２５の径が、観察者の利
き目に応じて、いずれか一方が大きくなるよう設定されている。
　例えば、図４（ａ）に示すように、観察者の利き目が右目の場合、撮影用レンズ２４、
２５のうち、撮像対象に向かって右側に位置することになるもの、例えば撮影用レンズ（
第１の撮像部）２５の画角θ５が、他方の撮影用レンズ（第２の撮像部）２４の画角θ４
よりも大きくなるように設定される（例えば、画角θ４＝６０°、画角θ５＝１２０°）
。図４（ｂ）に示すように、観察者の利き目が左目の場合には、例えば撮影用レンズ（第
１の撮像部）２４の画角θ４が、他方の撮影用レンズ（第２の撮像部）２５の画角θ５よ
りも大きくなるように設定される。
【００３３】
　図４、図５に示すように、画像処理装置３においては、撮影用レンズ２４で撮像した画
像Ｍ４と、撮影用レンズ２５で撮像した画像Ｍ５とから、視差を有する立体画像（３次元
画像）Ｘ４のデータを生成する。この立体画像Ｘ４は、撮影用レンズ２４で撮像した画像
Ｍ４と、撮影用レンズ２５で撮像した画像Ｍ５とが重なり合うエリア（撮影用レンズ２４
、２５のうち、画角θ４，θ５が小さい方の画像Ｍ４，Ｍ５のエリア）に形成される。
　また、画像処理装置３においては、撮影用レンズ２４，２５のうち、画角θ４，θ５が
大きい方の画像Ｍ４または画像Ｍ５を、平面画像（２次元画像）Ｘ５として、データを生
成する。
　つまり、本実施形態では、画像処理装置３においては、大きな画角θ５を有する画像（
第１の画像）Ｍ５を、立体画像Ｘ４および平面画像Ｘ５に適用し、その中央部に小さな画
角θ４を有する画像（第２の画像）Ｍ４を重ねて画像処理することとなる。
【００３４】
　そして、画像処理装置３においては、生成した立体画像Ｘ４と平面画像Ｘ５とから、画
像表示装置４に出力する表示画像Ｘ６のデータを生成する。
　表示画像Ｘ６は、中央部の円形のエリアに立体画像Ｘ４が配置され、その外周部の環状
のエリアに平面画像Ｘ５が配置されてなる。
【００３５】
　このような表示画像Ｘ６のデータに基づき、画像表示装置４の画像表示部４１に、表示
画像Ｘ６が表示される。
【００３６】
　上述したような構成によっても、画像表示装置４に表示される表示画像Ｘ６は、その中
央部に立体画像Ｘ４が配置され、その外周部には、平面画像Ｘ５が配置されている。これ
によって、観察者は、表示画像Ｘ６の中央部に表示される立体画像Ｘ４を観察して手術処
置を行いつつ、必要に応じて、その周囲の平面画像Ｘ５を観察することができる。このよ
うに、表示する画像を切り換えることなく観察を行うことができ、使い勝手が向上する。
　このとき、立体画像Ｘ１の周囲は平面画像Ｘ５であるため、ひずみもなく、良好な画像
により観察を行うことができる。
　さらに、本実施形態の構成によれば、立体画像Ｘ４は、撮影用レンズ２４，２５を介し
て取得した画像Ｍ４，Ｍ５を合成処理したものであるが、その周囲の平面画像Ｘ５は、撮
影用レンズ２４，２５を介して取得した画像Ｍ４，Ｍ５をそのまま利用するので、画像処
理装置３における画像処理を軽減できる。
【００３７】
〔第３実施形態〕
　図６に示すように、本実施形態においては、内視鏡２の撮像部２２を構成する撮影用レ
ンズ２４，２５は、それぞれの光軸Ｓ１，Ｓ２が、互いに平行で、かつ、内視鏡２のケー
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シング２１の軸線に直交する方向に所定の間隔を隔てて離間するよう配置されている。こ
こで、撮影用レンズ２４，２５は、画素数は同一とされ、かつその画角θ７，θ８は、い
ずれか一方が大きくなるよう設定されている。本実施形態では、撮影用レンズ（第１の撮
像部）２５の画角θ８を、撮影用レンズ（第２の撮像部）２４の画角θ７よりも大きく設
定している。
【００３８】
　図５、図６に示すように、画像処理装置３においては、撮影用レンズ２４を介して取得
した画像（第２の画像）Ｍ７と、撮影用レンズ２５を介して取得画像（第１の画像）Ｍ８
とから、視差を有する立体画像（３次元画像）Ｘ７のデータを生成する。この立体画像Ｘ
７は、撮影用レンズ２４を介して取得した画像Ｍ７と、撮影用レンズ２５を介して取得し
た画像Ｍ８とが重なり合うエリア、つまり、小さな画角θ７を有する撮影用レンズ２４で
撮像した画像Ｍ７のエリアに形成される。
　また、画像処理装置３においては、大きな画角θ８を有する撮影用レンズ２５の画像Ｍ
８を、平面画像（２次元画像）Ｘ８として、データを生成する。
【００３９】
　そして、図６に示すように、画像処理装置３においては、生成した立体画像Ｘ７と平面
画像Ｘ８とから、画像表示装置４に出力する表示画像Ｘ９のデータを生成する。
　表示画像Ｘ９は、中央部の円形のエリアに立体画像Ｘ７が配置され、その外周部の環状
のエリアに平面画像Ｘ８が配置されてなる。
【００４０】
　このような表示画像Ｘ９のデータに基づき、画像表示装置４の画像表示部４１に、表示
画像Ｘ９が表示される。
【００４１】
　上述したような構成によっても、画像表示装置４に表示される表示画像Ｘ９は、その中
央部に立体画像Ｘ７が配置され、その外周部に平面画像Ｘ８が配置されている。これによ
って、観察者は、表示画像Ｘ９の中央部に表示される立体画像Ｘ７を観察して手術処置を
行いつつ、必要に応じて、その周囲の平面画像Ｘ８を観察することができる。このように
、表示する画像を切り換えることなく観察を行うことができ、使い勝手が向上する。
　このとき、立体画像Ｘ７の周囲は平面画像Ｘ８であるため、ひずみもなく、良好な画像
により観察を行うことができる。
　さらに、本実施形態の構成によれば、撮影用レンズ２４，２５のうち小さな画角θ８を
有した撮影用レンズ２４の立体画像Ｘ７の領域内における画素数が、他方に比較して大き
くなっている。これにより、立体画像Ｘ７における解像度を、上記第１の実施形態よりも
高めることができる。
【００４２】
〔その他の実施形態〕
　上記第１～第３実施形態で示した構成には、以下に示すような構成を組み合わせること
も可能である。
　上記第１～第３実施形態において、図７に示すように、画像表示装置４に表示される表
示画像Ｘ３，Ｘ６，Ｘ９は、その中央部に立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７が配置され、その外
周部に平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８が配置されている。画像処理装置３の画像処理によって
、表示画像Ｘ３，Ｘ６，Ｘ９における、立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７と、平面画像Ｘ２，Ｘ
５，Ｘ８との環状の境界領域を、輝度低減部Ｙ１とすることができる。輝度低減部Ｙ１は
、立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７、平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８に比較し、その輝度を、例えば
１／３程度に低減する。
　この輝度低減部Ｙ１により、表示画像Ｘ３，Ｘ６，Ｘ９において、立体画像Ｘ１，Ｘ４
，Ｘ７と、平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８との環状の境界領域を目立たなくすることができる
。その結果、立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７と、その外周部の平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８とが
不連続になることによる違和感を抑えることができる。
【００４３】
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　また、図７に示すように、画像処理装置３の画像処理により、表示画像Ｘ３，Ｘ６，Ｘ
９における、立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７と、平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８との環状の境界領
域を、一定の幅を有したライン部（境界表示部）Ｙ２とすることができる。ライン部Ｙ２
は、例えば立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７の外周縁部に沿って生成することができる。
　このライン部Ｙ２により、表示画像Ｘ３，Ｘ６，Ｘ９において、立体画像Ｘ１，Ｘ４，
Ｘ７と、平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８との環状の境界部が明確になり、しかも、一定幅を有
したライン部Ｙ２によって、その境界部の両側を明確に区切ることができる。その結果、
立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７と、その外周部の平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８とが不連続になる
ことによる違和感を抑えることができる。
【００４４】
　さらに、図８に示すように、画像処理装置３の画像処理により、表示画像Ｘ３，Ｘ６，
Ｘ９における、立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７と、平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８との環状の境界
部Ｙ３において、立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７を形成する画像Ｍ１，Ｍ４，Ｍ７と画像Ｍ２
，Ｍ５，Ｍ８との視差を、外周側に行くにしたがい、漸次小さくなるように生成すること
もできる。このとき、境界部Ｙ３の最外周部においては、画像Ｍ１，Ｍ４，Ｍ７と画像Ｍ
２，Ｍ５，Ｍ８との視差が、平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８と同じ、つまりゼロになるように
するのが好ましい。
　その結果、立体画像Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７と、その外周部の平面画像Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８とが
不連続になることによる違和感を抑えることができる。
【００４５】
　これ以外にも、本発明の主旨を逸脱しない範囲内であれば、上記実施形態にあげた様々
な構成を適宜変更することができる。
【符号の説明】
【００４６】
１　立体視内視鏡システム
２　内視鏡
３　画像処理装置
４　画像表示装置
５　接続ケーブル
６　接続ケーブル
２１　ケーシング（挿入部）
２２　撮像部
２４　撮影用レンズ（第１の撮像部、第２の撮像部）
２５　撮影用レンズ（第２の撮像部、第１の撮像部）
４１　画像表示部
Ｍ４，Ｍ８　画像（第１の画像）
Ｍ５，Ｍ７　画像（第２の画像）
Ｘ１，Ｘ４，Ｘ７　立体画像（３次元画像）
Ｘ２，Ｘ５，Ｘ８　平面画像（２次元画像）
Ｘ３，Ｘ６，Ｘ９　表示画像
Ｙ１　輝度低減部
Ｙ２　ライン部（境界表示部）
Ｙ３　境界部
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